
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も大切な「卒業式」。一人一人の全力を合わせて、最幸の式を創り上げよう。 

「高い志を持ち、学ぶ意欲と思いやりの心が充ちる生徒の育成」 

～『志』高く、行動力と、やさしさのあふれる学校をめざして～ 
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 ～輝け、ヤングスターズ！～ 

 

一に考えて真剣に取り組んだ結果、どの

行事でも最高の団結力を見せてくれまし

た。素晴らしいリーダーと素晴らしい仲

間がたくさんの奇跡を起こしましたね。 

 言われてやるのではなく、自ら進んで

やることには３倍の価値がある。｢自分ご

と｣の生徒会活動を目指してください。 

きびきびとした動きができるか。場に応

じた「静けさ」を創り出せるか。そして、全

員で心を一つに合わせられるか。緊張感の 

中で、一人一人の行動が試されるの 

です。つまり、卒業式を立派にやり 

遂げることが東中生の実力を示すこ 

とになります。「仲間」「誇り」「伝統」、 

大切にしなくてはならないものを守

るためには、自律した心で、各自が自分の

行動に責任をもたなければなりません。 

３月８日(水)は今年度の卒業式です。当

日は３年生全員に卒業証書を授与します。 

知っている人も多いと思いますが、この

卒業証書授与式は、中学校のすべて 

の行事の中で最も大切な行事です。 

３年生の最後の行事だから大切だと 

いう意味ももちろんあります。です 

が、在校生にとっても、予行であれ 

本番であれ、それまでのいろいろな努力が

試されるという点でとても大切なのです。 

 

令和４年度を締めくくる生徒総会。振り返りの中に、来年の飛躍のカギがある！ 

今年度後期の生徒総会が２月２８日(火)

に行われました。１年間の生徒会活動を振

り返り、課題や反省点を見つける。反省を

活かして、来年度の活動をより充実したも

のにする。そして、今年の生徒会がその全

活動に込めた想い（魂）を次年度に引き継

いでいく。後期の生徒総会とは、これらの

ことを全員で確認する総会なのです。 

令和４年度を振り返ると、コロナ禍の制

約の中、歓迎行事やオリエンテーションな

どから、少しずつ通常が戻ってきました。 

体育祭では、各学級の「本気」に火が点く

までに時間がかかりました。文化祭でも合

唱が形になるまでにいろいろとありまし

た。しかし、「仲間」との繋がりや協力を第 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度最後の期末テスト終了！みんな、勉強の仕方はわかってきましたね？ 

ヘルプマークを知ってますか？ 困っている人に気づける人になりたいですね。 

皆さんは下のマークを知っていますか。以

前に比べて、街中などで見かけることも増え

てきたのですが、これは「ヘルプマーク」と

いって、義足や人工関節を使用している方、

内部障害や難病の方、または妊娠初期の方な

ど、外見からは分からなくても援助や配慮を

必要としている方々が、周囲の方に配慮を必

要としていることを知らせることで、援助を 

得やすくなるよう、作成したマークです。 

見た目にはわからなくて 

も助けを必要としている人 

や援助を求めたくても言い出 

出せない人もいるかもしれ 

ません。周囲に目配り、気 

配りができる人になってほ 

しいと願っています。 

※実際は赤いマークです。 

 

 ３学期の期末テストが２月２４日(金)に

終わりました。これで今年度の定期考査は

すべて終了です。皆さんよくがんばりまし

たね。生徒集会でも言いましたが、あとは 

それぞれのテストの復習をしっかりとや

り、本当の実力をつけてほしいと思います。   

さて、ここで質問です。皆さんは毎日学

校へ来ていろいろな勉強をしていますが、

自分の勉強法をもっていますか。「え～、わ

からへ～ん？」という人は、ではどうやっ 

 

  
 

たら、テストで点数が取れると思います

か。ひたすら教科書を読む。繰り返し何度

も書く。ノートを見直す。いろいろな方法

がありますが、忘れてはならないのは、答

えを書くときには、答える内容を自分で

「再生」しなくてはいけないということで

す。つまり、何らかの勉強法でインプット

したものを、解答用紙にアウトプットし、

答えを再生しなくてはいけないのです。も

し自分流の方法がない人は、先生や友達に

聞いてください。中学校の間にいろいろな

方法を試してください。そして、自分なり

の勉強の仕方を見つ 

け、体得しておいて 

ください。その経験 

はきっと勉強以外で 

もとても役に立つは 

ずですから。 

 

 

２日（木）ＰＴＡ本部役員会 
６日（月）３年生給食最終日 
８日（水）卒業証書授与式 

 １０日（金）公立高校一般入試 
       東日本大震災追悼集会 
１７日（金）公立高校一般発表 

 ２０日（月）親子進路説明会(2 年生) 
 ２１日（火）春分の日 
２２日（水）ＰＴＡ会計監査 
      新旧ＰＴＡ常任理事会 

 ２４日（金）修了式 
 ２５日（土）春季休業(～4/5) 
 ２８日（火）生徒会リーダー研修 

３月の行事予定 

  

 



太宰治の斜陽で母が子に言う。「おむずびが、

どうしておいしいのだか、知っていますか。あ

れはね、人間の指で握りしめて作るからですよ」

◆おにぎり、あるいは、おむすび。冷たくなって

いても、ちょっと硬くなっていようと、ほおば

ったらおいしい。それはにぎった人の気持ちが

伝わってくるから。この季節になると実感とし

てよく分かる◆28 年前の今ごろ、崩れた街へ、

各地からたくさんのおにぎりが届いた。農家の

みなさんが集まってにぎったものもある。水道

が止まり、ご飯は井戸水で炊いた。別のグルー

プは、それぞれに励ましの一言を添えた◆阪神・

淡路大震災での出来事だけに限らない。かなり

前のことだが、豪雪で国道の車列が立ち往生し

たときの話を秋田魁新報で読んだ。何時間も動

かないのに気づいた近くの人が、おにぎりをつ

くって配った◆何人もが名前を尋ねても「なん

も、いいってば」。そう言って別の車へ。１軒が

始め、地域のお宅が次々と。耳にした記者が取

材を申し込んだが、笑って断った。なぜなら、

「自分たちも気持ちよかったんだから」◆炊き

出しが要るような出来事はもう起きてほしくな

い。でも、人の指でにぎりしめたものは心を温

めると、この時期に思う。たかがおにぎり、され

ど。【神戸新聞 １月１９日 正平調より】 
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～～ 

災害のない平穏な２０２３年でありますように。 

３年生の推薦入試が終わりました。 

 

結果の善し悪し 

 

次に向けてがんばってほしい 

 

 

さて、「面接」試験があります。 

 

 

自分のことを話せばいいので、そんなに

準備も必要ないのかもしれませんが、相手

の質問に的確に、淀みなく答えるというこ

とはなかなか難しいものなのです。 

 

取り繕っても、いつもの自分が出てきま

す。普段からの自分のレベルを上げておこ

う 

自分の目標に向かって、 

 

途中で不安になることもあるでしょう。 

 

しかし、結果が気になって仕方がないとき、不安なときこ

そ目の前の一歩を大切に、自分を信じてやるべきことを

やることが何より重要になります。 

 


